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新潟大学新潟大学 「ダブルホーム制による、「ダブルホーム制による、
いきいき学生支援」いきいき学生支援」

平成20年度「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」
意見交換会（関東・甲信越地区）

大島勇人、浜島幸司大島勇人、浜島幸司
（全学教育機構学生支援部門）（全学教育機構学生支援部門）

With ΦWith Φホームホーム
2009年2月19日

取組の背景取組の背景

人間関係の希薄化
同年齢で同じ考え方の狭い集団
の中でしか暮らせない若者

メンタル面での

脆弱化

メンタル面での

脆弱化
• 自分の進路が

見えない

• 自分の居場所
が分からない

社会からの

遊離

社会からの

遊離

コミュニケーション

能力の低下

コミュニケーション

能力の低下
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予防的環境の構築予防的環境の構築
学生の居場所となる第二のホームを新たに設ける。

ホームでは生活者の視点を獲得するために、主に地域社会
との連携をテーマとする教育・研究プロジェクトに係わる。

この活動によってつくられる環境が、学生にとって必要とされ
る予防的環境となる。

ダブルホーム制とは？ダブルホーム制とは？

社会で求められる力とは社会で求められる力とは

問題解決問題解決
能力能力専門教育専門教育

専門

専門科目 キャリア教育

プレゼンテープレゼンテー
ション能力ション能力

国際性国際性コミュニケーコミュニケー
ション能力ション能力

広い視野広い視野

社会性社会性
対人関係対人関係

基礎的基礎的
技能技能

創意工夫創意工夫

個人 社会

スタディ・スキルズ

社会性社会性

高い高い
倫理性倫理性

対人関係対人関係
構築能力構築能力

協調する協調する
能力能力豊かな豊かな

人間性人間性深い教養深い教養

教養

教養科目
ダブルホームプログラム
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社会で活躍するために必要な力社会で活躍するために必要な力

ダブルホーム制による効果ダブルホーム制による効果

多様な価値観の方とのふれ合いから生まれる多様な価値観の方とのふれ合いから生まれるコミュコミュ
ニケーション能力の向上ニケーション能力の向上
生活者の立場で見ることによりわかる生活者の立場で見ることによりわかる自分の専門自分の専門
分野の必要性と重要性の認識分野の必要性と重要性の認識分野の必要性と重要性の認識分野の必要性と重要性の認識
いきいきとした学生生活によって構築される、いきいきとした学生生活によって構築される、悩み悩み
に陥ることを未然に防ぐ環境の整備に陥ることを未然に防ぐ環境の整備
卒業後も財産となる卒業後も財産となる人との繋がりから生まれるネッ人との繋がりから生まれるネッ
トワークの形成トワークの形成

大学の学生支援は、専門分野に係る取り組みという
ことを超えて、教員の教育理念にかなっている
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学生支援学生支援
プログラムプログラム
推進組織図推進組織図

第一のホーム

人文
教育
法

経済

農
工
理

医
歯

学生支援プログラム運営会議

各学部選出教員

全学教育機構委員会

各学部長

全学教育機構

他の部門

部門連絡会議
部門会議

学生支援部門

部門アド
バイザー

FD/SD・研修

講演会

第二のホーム

第二ホーム連絡調整会議

ホーム担当教職員

A B C

外部評価委員会

講演会
タスクフォース

教育・研究プロジェ
クト実施教員

学生支援学生支援GPGPののPDCAPDCAサイクル（サイクル（1919年度）年度）

行動

12月
GP申請

6月

7月 FD/SD

ホームの立ち上げ（10ホーム）

ホームの活動

1月各学部への説明

DO

CHECKPLAN

計画

状況の把握：評価

9月 FD/SD研修

7月 FD/SD ホ ムの活動

組織の立ち上げ
2月

GPフォーラム

ACTION

状況の把握：評価

調整・改善

3月

評価委員会国際学会での発表

海外調査（アリゾナ州立大学）
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学生支援学生支援GPGPののPDCAPDCAサイクル（サイクル（2020年度）年度）

行動
5月

ホーム立ち上げ（20ホーム）

ホーム発表会

10～12月

ホームの活動

FD/SD

DO

CHECKPLAN

計画

状況の把握：評価

5月

4月

ホーム発表会

ホーム発表会

新入生調査

公開シンポジウム

各学部への説明
経営協議会

ACTION

状況の把握：評価

調整・改善

1～3月

キャンパスブログの完成

評価委員会学生支援機構

意見交換会

記録する、そして振り返る記録する、そして振り返る

• 学生が日記を書く様な感覚
で地域活動等の記録や事
前・事後学習を記録できるよ
う な 真 作成うになっており、写真や作成
したファイルを簡単にアップ
ロードし、グループ間で共有
できるシステム「キャンパスブ
ログ」を立ち上げた。

• eポートフォリオの機能をもつ。
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2009年
既存19ホーム 学生支援部門

活動・次年度の計画
新入生勧誘の準備

新規教員との面談
継続・辞退確定

新入生向け発表会

活
動

•プロジェクト継続
•プロジェクト変更

新規教員との面談

新入生勧誘

•入学式での説明
•各学部での説明
•部門での説明

協力

協力動
再
開

プロジェクト変更
•プロジェクト新規開拓 新規ホーム研修

•グループ形成
•オリエンテーション
•人間関係形成／地域活動

協力

新旧ホーム合流

広報活動広報活動

http://www.ge.niigata-u.ac.jp/iie/gakuseiGP/

http://www.ge.niigata-u.ac.jp/iie/gakuseiGP/pamphlet/
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取組の評価・改善取組の評価・改善

評価委員会

• 教育関係者（大
学教育・FD/SD、
総合学習・ポー
トフォリオ研究

• 「知の総合化」の構築

• 制度化（単位化）の検討

• ボランタリーなのか？
新潟大学の戦略なのか？

学生支援プログ

トフォリオ研究、
社会学・初年次
教育、比較教
育・国際協力、
高等教育）

• 企業の経営者

新潟大学の戦略なのか？

• プロジェクトの数の増加

• 第一のホームと第二のホーム
の差別化

• これまでの活動（クラブ活動、
ゼミ等）との違いの明確化

学生支援プログ
ラム運営会議

学生支援部門

第二ホーム

連絡調整会議

home カラー 名称 プロジェクト 担当教員

A 青 橙 blange キャンパス町内会プロジェクト
社会連携センター・教授

松原幸夫 先生

B 黒 白 pandasmith 過疎･高齢化の進む中山間地で頑張る
“小国町森光集落”

農学部・教授

福山利範 先生

平成平成2020年度年度 活動プロジェクト一覧（その活動プロジェクト一覧（その11））

D 黒 橙 さんせっと
ヒメサユリ復元活動を通した村づくり

（新発田市板山）

農学部・教授

新美芳二 先生

E 紫 白
アース・アース

（Earth） 西区DEアート

教育学部・教授

近藤フヂエ 先生

F 黒 銀 cuttle 日本海沿岸地域の伝統的な漁撈習俗
とその成立

人文学部・教授

池田哲夫 先生

工学部・教授H 赤 橙 TSUBASA 環日本海プロジェクト
工学部・教授

金子双男 先生

I 白 橙 あい
学生と住民との協働・新潟県長岡市

栃尾表町での雁木づくり

工学部・教授

西村伸也 先生

工学部・准教授

岩佐明彦 先生

J 緑 白 なごみ こころを科学しよう！

脳研究所・教授

中田力 先生

脳研究所・准教授

鈴木清隆 先生
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home カラー 名称 プロジェクト 担当教員

K 桃 黒 かくれが♡ピンクロ 親と子の建築講座
教育学部・教授

五十嵐由利子 先生

L 黄 緑 merci メダカに学ぶ環境科学
理学部・教授

酒泉満 先生

教育学部 准教授

平成平成2020年度年度 活動プロジェクト一覧（その活動プロジェクト一覧（その22））

M 紫 緑 colt 良寛さんを通してみる和の心
教育学部・准教授

岡村浩 先生

N 緑 藍 朱鷺 人間理解と支援の地域福祉プロジェクト
歯学部・教授

鈴木昭 先生

O 黄緑 橙 新魅明
新潟地域における米品質に及ぼす

温暖化の影響

農学部・教授

三ツ井敏明 先生

P 緑 青 Niere ヒト腎臓・尿プロテオームプロジェクト
医学部・教授

山本格 先生

人文学部 准教授
Q 青 銀 sunQ 新潟デジタル・メディア研究会

人文学部・准教授

北村順生 先生

C 青 白 MONO
新潟大学学生・阿賀町合同

ミニ学術調査隊

G 黄 橙 暖 農学部・教授

R 黄 黄緑 あっとほーむ 紙谷智彦 先生

S 青 白 MATHy

X 白 桃 φ 広報プロジェクト
歯学部・教授
大島勇人 先生

ホームの数だけドラマがあるホームの数だけドラマがある
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第二のホームの類型化第二のホームの類型化
プロジェクト志向型

熱
意
・結
束
型

お
っ
と
り
・個

仲良し型

型人
型

活動報告活動報告
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②学生支援GPの位
置づけの明確化：ボラ
ンタリーなのか、新潟大
学の戦略なのか→制度
化（単位化） キャリア

③知の総合化と学生主体の
活動の構築：コミュニケーショ
ン能力、プレゼンテーション能
力、対人関係構築能力、協調
する能力の涵養に教員の係わ

ダブルホームプロジェクトの課題と展望

新潟大学の進
むべき方向性
の提示：大学と

①学生支援GPに対
する認識の共有化：学
生・教職員にmission、
value、visionの周知→
学生支援は教員の重要
なmissionである

化（単位化）、キャリア
パス、教員評価

する能力の涵養に教員の係わ
りが重要である

④第一のホームと第二
のホームの差別化：両
者における学生支援の棲
み分け、連携が重要であ
る。クラブ活動との違いの
明確化も必要

提 大学
地域社会が相互
に組み合わさっ
て利益をもたらす
関係を構築する

なmissionである 明確化も必要

ダブルホームの成果ダブルホームの成果


